
社会科学習指導案 
神辺町立御野小学校 指導者 岡田 大策 

１．学 年   第６学年２組  ２７名 
 
２．単元名   明治維新から世界の中の日本へ「新政府による政治」 
 
３．単元設定の理由 
○ 本小単元「新政府による政治」は，倒幕をなし終えた維新の志士たちが明治の新政府を立ち上げ，近代国家の成立に向けて様々

な改革に取り組む様子とそれに伴う世の中の変化を扱った単元である。その新政府がまず手を付けたのが天皇を中心とする中央

集権国家を築くことであった。版籍奉還や廃藩置県・四民平等等の政策を実施することで旧体制を完全に崩壊させ，中央政府に

よる支配体制を整えていったのである。また今後の日本の行く末を見定めるために岩倉遣欧使節団を欧米視察に赴いた大久保利

通、木戸孝允らは、そこで発展し強大化した資本主義国家姿をまざまざと見せ付けられることになる。そして日本を近代的な資

本主義国家に築き上げる必要性を痛感して帰国した大久保らは、国力の要である「軍事力」と「経済力」の充実に向けて「富国

強兵」「殖産興業」をスローガンに掲げて軍事と経済を重視した国づくりへと突き進んでいくのである。しかし，こうした明治

政府の一方的な改革に対して，国民からの反発も徐々に激しさを増していくことになる。当初，西郷隆盛の西南戦争に代表され

るように武力によって政府の施策に抵抗しようとした動きは，やがて言論によって政治改革を求めていこうとする自由民権運動

へとその形を変えていった。政府は規制と弾圧という形でこうした民衆の動きを押さえ込もうとしたが，一度動き始めた民主化

への波をとめることはできず，ついには憲法の制定，国会開設へとつながっていくのである。本単元は，明治政府が，国家の近

代化に向けて様々な改革を推進していく中で，人々の暮らしや考え方がどのように変化していったのか，また日本にとって「明

治維新」とは何だったのかを考えるのに適した単元であると考える。 
○ 本学級の児童は，問題解決的な学習に取り組み始めてまだ４ヶ月であり，事象の中から疑問をつかんで学習課題を設定してい

くという学習スタイルが十分定着していない。したがって課題設定においてもまだまだ教師主導の部分があるが，自分たちで「は

てな？」を見つけることには興味を持って取り組めるようになった。また社会科において重要視される｢調べて表現する活動｣

についても，教科書，資料集，参考書，インターネットなどを活用して情報収集したり，調べたことをノートなどにまとめたり

する活動に対しては意欲的な児童が多い。また授業の終末部分では，記述式による「学習のまとめ」を行うことを習慣化してき

ており，大部分の児童が本時の学習で何がわかったのかを文章化してまとめることができるようになってきている。しかし，調

べたことをそのまま発言することには意欲的だが，それらを結び付けて考える「思考力」の部分になると自分の考えが持てなか

ったり，持ててもみんなの前で発言できなかったりする児童が多く，大切な思考の部分が盛り上がらないことが大きな課題であ

る。 
○ 本単元の指導に当たっては，明治維新や文明開化等の歴史的事象を網羅的に取り上げるのではなく，わが国の近代化や国際的

な地位の向上にとって中心的な役割を果たした歴史上の人物に着目させ，その人物の働きを学習することを通して明治時代の特

色を具体的に把握させるようにしていきたい。その際，噴き出しに考えを書かせたり記述式のまとめを行ったりすることで思考

を促したり，自分の考えや判断を整理する力を育成していきたいと考える。 
 
４．単元の目標 
○明治の新しい世の中の様子や人物の働きに関心を持ち，わが国の近代化や国際的地位の向上の過程について進んでとらえようと

することができる。【関心・意欲・態度】 
○わが国が近代国家としての形態を整えていった様子や問題点について，人物の働きや国内の様子をもとに考え，判断することが

できる。【思考・判断】 
○明治維新や文明開化，大日本帝国憲法の発布などについて人物の働きを中心に調べたり，表現したりすることができる。 

【技能・表現】 
○明治政府が「富国強兵」「殖産興業」をスローガンに，欧米の技術や文化・制度を導入することで日本の近代化を急ごうとして

いたことをとらえることができる。【知識・理解】 
  
５．単元の評価規準 

ア社会的事象への 
関心・意欲・態度 

イ社会的な思考・判断 ウ観察・資料活用の 
技能・表現 

エ社会的事象についての 
知識・理解 

○調べたり気付いたりしたこ

との中から自分なりの学習

課題を見つけることができ

る。 
○学習課題に対して意欲的に，

粘り強く調べたりまとめた

りすることができる 
 
 
 
 
 

○明治政府による諸改革の中

で世の中がどう変化し，人々

がどう感じて生きていたの

かについて資料や話し合い

をもとに考えることができ

る。 
○新政府が行った諸改革につ

いて岩倉遣欧使節団の成果

や国際情勢を踏まえた上で、

その意図を考えることがで

きる。 
○自由民権運動が民衆の間に

広まっていった理由につい

て考えることができる。 

○資料から疑問や気付きを見

つけることができる。 
○教科書，資料集等から文明開

化や明治維新の様子につい

て読み取り，ノートや模造紙

等にわかりやすくまとめる

ことができる。 
 
 
 

○維新の志士たちがどのよう

な思いをもってこの国の近

代化に努力したかが理解で

きる 
○憲法制定，国会開設に至った

経緯を調べ，そこに民衆の意

識の高まりがあったことが

理解できる。 
 
 
 
 
 

 



６．知識の構造図 
・欧米がアジア諸国に進出していた。 
・１８４０年、アヘン戦争が起こった。 
・日本は列強諸国と不平等な条約を結ばされていた。 
 
・岩倉欧米使節団が条約改正と欧米諸国の視察のための視察 
に出た。 

・条約改正は不成功に終わった。 
・先進国の進んだ技術や制度を目の当たりにした。 
 
・諸藩に領地と領民を天皇に返還させた。 
・版籍奉還後も旧藩主が藩政に当たった。 
・藩を廃止し県を置いた。 
・身分を無くし、武士の特権を剥奪した。 
 
・禄や特権を失った武士は政府に対して不満を持った。 
・各地で士族による反乱が起こった。 
・政府内の対立が起き、西南戦争が起こった。 
・これらの反乱は政府軍によって鎮圧された。 
 
・徴兵令をしいた。 
・近代的な軍隊が組織された。 
 
・地租改正を行った。 
・民衆からは反対一揆が起こった。 
 
・富岡製糸工場を作った。 
・外国人技師が活躍した。 
 
・学制をしいた。 
・学制反対一揆が起こった。 
 
・太陽暦を取り入れた。 
・牛肉を食べる習慣が入ってきた。 
・ガス等や煉瓦造りの家，洋服などが入ってきた。 
・新聞，雑誌が発行された。 
・農村でのそれはこれよりずっと後になってであった。 
 
・政府は国会開設を約束し天皇中心の憲法を定めた。 
・政府は新聞の発行を禁じたり、演説会を中止させたりした。 
 
・士族・農民など多くの人がこの運動に参加した。 
・板垣退助らが自由民権運動を推し進め、民選議員設立建白 
書を提出した。 

・人々は政治に不満を持ち、国会の開設を要求した。 
 
・明治に入り、西洋の新しい思想が紹介され人々の間に広まった。 
・明治初期の政治は薩長出身者が握り、国民は政治に参加で 
きなかった。 

・福沢諭吉が「学問ノススメ」を著した。 

列強はその軍事力にものを言わせて、アジア諸国

に進出してきており、日本もまたそのその危機に

立っていた。 

使節団の目的である条約改正は失敗したが、近代

的な欧米諸国を見たことで、これらの国々に追い

つき追い越す国づくりに必要性を感じて帰国し

た。 

天皇の力を示し、旧藩主や武士の影響力を奪うた

めに、版籍奉還、廃藩置県、四民平等を行った。 

政府の政策に対して、士族は強い不満を抱いて

次々と反乱を起こすが、政府軍に鎮圧された。 

徴兵制をしくことで近代的な軍隊の編成を目指し

た。 
 
税制を改革することで安定した収入を確保しよう

とした。 

官営工場を建設することで、近代的な産業を育成

しようとした。 

学校を建設し、義務教育制度を導入することで欧

米に負けない教育制度を作ろうとした。 

都市部においては、欧米の新しい文化や技術が急

激に広まっていったが、農村部においてはかなり

時間差があった。 

自由民権運動の結果、政府は国会を開く約束をし、

国民が政治に参加する道が開かれた。 

士族や農民など大勢の人々の参加によって。自由

民権運動は、全国に広がっていった。 

国際情勢や欧米諸国の現状を視察すること

で、大久保ら明治政府の中心人物たちは、

これからの日本の進むべき方向について大

きな影響を受けて帰国した。 

明治政府は、欧米での視察を踏まえて、近

代的な資本主義国家建設のために、政府収

入の安定、近代的な軍隊の整備、近代産業

の育成に取り組んだ。しかしこの急激な政

策に対して民衆からは反対の一揆が多発し

た。 

藩閥政治に反対して、自由と権利を求めた人々は、

国会の開設を要求する運動を起こした。 

明治政府は、日本を取

り巻く国際情勢や欧米

諸国の現状を把握した

上で、これらの国に並

ぶ近代的な資本主義国

家の建設を目指して

様々な改革を行ってい

った。 

徳川の幕藩体制を崩壊させようとする明治

政府に対して武士は武力で対抗したが近代

的な軍隊の前に鎮圧され。天皇中心の中央

集権国家を築きあげられていった。 

急激な西洋化は、人々

の生活スタイルのみで

なく、考え方にまで深

く影響を及ぼしていっ

た。 

政治・生活・文化等あ

らゆる面において西洋

化・近代化を急いだ明

治政府の政策の中で、

日本は近代国家として

の形を整えていった

が、その改革は、民衆

にとっても自由と民主

主義への目覚めとなる

ものであった。 

都市部では文明開化と呼ばれた急激な西

洋化が進み、人々の考え方や生活スタイ

ルも大きく変化したが、農村部にまでそ

の影響が及ぶのはこれよりずっと後であ

った。 

自由と権利を求める自由民権運動は、全国

に広がって、その結果、国会が開かれ国民

が政治に参加する道が開かれた。 



７．単元指導計画（全８時間） 
評価規準 次

数 

時
数 学習活動 

関 思 技 知 評価規準 評価方法 

  ◎  ・資料から疑問や気付きを見つけることがで

きる。 
発言 
ノート １

次 １ 

・大久保利通の人物年表を作成し、それを

もとに単元の学習課題を考える。 

○    ・調べたり気付いたりしたことの中から自分

なりの学習課題を見つけることができる。 
発言 
ノート 

２ 

・新しい時代になって武士はどうなったの

か調べて話し合う 。    ◎ 
・大政奉還後、旧藩主や武士たちは廃藩置

県・四民平等によって、禄や特権を奪われ

たことが分かる。 
ノート 

３ 

・岩倉遣欧使節団について調べ、大久保た

ちが何のために欧米の視察に出かけたの

か、使節団が海外で見たこと，感じたこ

とを元に考える。 

 ◎   

・資料をもとに欧米視察によって使節団一行

が感じたことについて考えることができ

る。 
発言 
ノート 

 ◎   
・新政府が行った諸改革についてその意図に

ついて考えることができる。 
発言 
ノート 
ふきだし ４ 

・帰国した大久保たちが、実際にどのよう

な国づくりを行ったのか調べて話し合

う。（本時） 

○    ・学習課題に対して意欲的に，粘り強く考え

たりまとめたりすることができる 行動観察 

 ◎   

・明治政府による諸改革の中で世の中がどう

変化し，人々がどう感じて生きていたのか

について資料や話し合いをもとに考える

ことができる。 

発言 
ノート 

５ 

・明治になってから人々の生活がどのよう

に変わったのかを調べて話し合う。 

   ○ ・教科書や資料集から文明開化について読み

取ることができる。 
発言 
ノート 

６ 

・ともに改革をすすめてきたはずの大久保

と西郷が西南戦争で戦わなければならな

かった理由について調べて話し合う。 
 ◎   

・盟友であった大久保と西郷が戦った理由に

ついて資料をもとに考えることができる。 発言 
ノート 

 ◎   
・天皇を中心にした中央集権国家において，

自由民権運動が目指したものについて考

えることができる。 

発言 
ノート 

２
次 

７ 

・自由民権運動と国会開設について調べ、

人々が何を求めたのかについて話し合

う。 

   ○ 
・憲法制定，国会開設に至った経緯を調べ，

そこに民衆の意識の高まりがあったこと

が理解できる。 

発言 
ノート 

３
次 ８ 

・これまでの学習を振り返り，登場人物た

ちの相関図を作って，各人物の働きをま

とめる。 
   ◎ 

・維新の志士たちがどのような思いをもって

この国の近代化に努力したか理解できる。 
発言 
学習カー

ド 
 
８．本時の学習 
（１）本時の目標 

・明治新政府が「富国強兵」「殖産興業」のスローガンのもとに行った政治の諸改革について知り，それらの政策がどのような

考えから出てきたものかについて考えることができる。 
 
（２）評価規準の観点 
◎新政府が行った諸改革についてその意図について考えることができる。【思考・判断】 
○学習課題に対して意欲的に，粘り強く考えたりまとめたりすることができる【行動観察】 

 
（３）準備物 
指導者・・・人物画(大久保、伊藤)，岩倉使節団の写真、ふき出しカード（各自に） 
児 童・・・調べた物をまとめたノートまたは制作物 

 
（４）本時の展開 

過程 学習活動・発問及び予想される反応 資料 学習への支援(○) 
指導上の留意点（・） 評価基準 

 
 
導入課題 
 
 
 
 
 

①岩倉遣欧使節団の様子を簡単に想起させる。 
 
 
 
②大久保らの政治改革の意図を考えるための元となる事実を教

科書や資料集，年表などから出し合う。 
○帰国後、大久保たちはどのような改革をおこなったのです

か？ 

 
・大久保、伊

藤らの写真 
 
 
 
 
 

・学習課題を確認す

る。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

欧米視察から帰国後、大久保らはどのような政治を推し進め

ていったのでしょうか？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中核課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
③明治政府が行った諸改革の意図を考える。 
○なぜこのような改革に力を入れたのだろうか？ 

・徴兵制は欧米列強の侵略に対抗するために強い軍隊が必要

だと考えたからだ。 
・軍隊にはお金がいるから地租改正を行ったのだろう。 
・日本が近代国家としての仕組みを整えて世界に認められる

国家と成るため教育のレベルを高めたり，近代的な制度を

取り入れたりしたのだろう。  
・遣欧使節が見てきたことから「富国強兵」の大切さを感じ

たから欧米に似た仕組みを取り入れたのだろう。 
・世界の強国の仲間入りをするためだ 

 ・世界から遅れた国だと思われないためだ。 
・欧米から日本を守るため 

 
④大久保の国作りに込めた思いを噴出しに書く。 
○大久保に国づくりにかけた思いを一言言ってもらおう。 
・外国に負けない国を作りたかったんだ。 
・世界の中でも一流の国にしたかったんだ。 
・早く欧米に追いつきたかったんだ。 
 
⑤学習課題について，今日学習したことをもとにノートに自分

の考えをまとめる（論述式） 
○大久保たちがどのような国作りを目指していたのか今日の学

習をもとに自分の考えを書きましょう。 
・現在の国際情勢の中で開国した日本を守るには「富国強兵」

を押し進めるしかないと思うから軍隊や税の仕組みを整える

ことに力を入れたことがわかった。 
・欧米諸国並みの国力を付けて外国に負けない国になりたいと

考えて欧米の制度や技術を一生懸命取り入れたことは当時と

しては当然だと思う。 
 

江戸時代 明治時代 
各藩ごとに軍事力を持って

いた。 
徴兵令をしいて軍事力を整

備した。 
年貢を徴収 地租改正を行った。 
工場や近代的な機械や産業

はなかった。 
殖産興業で官営工場を各地

に作った。 
寺子屋や藩校 全国に学校を作って義務教

育にした。 
憲法や国会はなかった。 
将軍が決めた。 

憲法を作り国会を開いた。 

鎖国をしていた 欧米の文化や技術を取り入

れた 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・岩倉遣欧使

節団が見て

きた欧米諸

国の写真を

提示するこ

とで日本と

欧米の比較

で捉えさせ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○軍事力、経済力、

技術力、教育力な

どの点において

欧米諸国のレベ

ルとの比較で考

えさせる。 
 
 
○なぜ近代的な資

本主義国家を築

く必要があった

のか考えさせる。 
・明治政府が軍事力

に力を注いだ理由

を岩倉使節団が清

に立ち寄った事実

からも考えさせる 
 
 
 
 
 
 
・できるだけ多くの

時間を保証する。 
 
 
○自分の考えが書

けない児童につい

ては、岩倉遣欧使節

団が欧米諸国を歴

訪した際に何を感

じて帰国したかに

ついて想起させる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ新政府が行っ

た諸改革の意図

や意義について

岩倉遣欧使節団

や当時の国際情

勢と関連付けて

考えることがで

きる。 
 
Ｂ新政府が行っ

た諸改革の意図

や意義について

自分の考えを書

く こ と が で き

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これらの政治改革を通して、大久保らはどのような国をつ

くろうとしたのか？ 


